
 

２ ０ １ ８ 年 ５ 月 ２ １ 日 

株式会社Ｎ Ｔ Ｔ ド コモ 

  

 

海上で５Ｇ技術を使った４Ｋ映像伝送に成功 

～ウインドサーフィンワールドカップの競技映像をパブリックビューイング会場でライブ放映～ 
 

株式会社ＮＴＴドコモ（以下、ドコモ）は、ＮＰＯ法人日本ウインドサーフィン協会（以下、ＪＷＡ）と、       

２０１８年５月１０日（木）から５月１５日（火）に開催されたＡＮＡウインドサーフィンワールドカップ横須賀大会

（以下、ウインドサーフィンワールドカップ）において、２８ＧＨｚ帯における第５世代移動通信方式（以下、５Ｇ）を

用いた海上での無線通信による４Ｋ映像※１の伝送実験に成功しました。 

 

本実験は、５Ｇを活用して、マリンスポーツなど観客から離れた位置で競技する選手の動きを迫力ある   

映像で観客に届けるパブリックビューイングサービスを想定し、実施しました。具体的には、ウインドサーフィン

ワールドカップの会場において、海岸から３００ｍ～１ｋｍ離れた海上に停泊させた小型船舶のデッキに設置 

したカメラや、ドローンに搭載したカメラでライブビューイング用の映像を撮影し、船舶内で映像を４Ｋ映像に集

約した後に、同船舶内にドコモが搭載した５Ｇ移動局から陸上に設置した５Ｇ基地局に向けて無線伝送    

しました。 

 

本実験における映像伝送では、４つの映像を集約した４Ｋ映像の伝送に、上りリンクで８０Ｍｂｐｓ程度の   

データレートが必要となるため、４Ｇ（ＬＴＥ）による伝送は困難でした。一方、５Ｇは４Ｇに比べて高い周波数帯

を用いるため、長距離伝送にはビームフォーミング※２が必要となり、さらに移動通信をサポートする場合、    

ビーム追従機能※３も必須です。陸上では人や自動車は基地局に対し主に水平方向に動きますが、海上の 

船舶は波の影響により基地局に対し垂直方向に大きく揺れたり、停泊するために転回するなど、陸上に   

おける無線伝送環境とは大きく異なります。 

 

今回は、基地局および移動局の双方に実装したビームフォーミング技術を前提に、２段階のビームサーチ

による高効率かつ高精度の３Ｄビーム追従技術を駆使することで、波による揺動などの影響を受ける海上でも

安定した無線伝送を可能とし、最大１．１Ｇｂｐｓの上りリンク伝送を実現しました。ウインドサーフィン選手を  

多角的に捉えた迫力ある映像をパブリックビューイング会場でリアルタイムに放映することに成功しました。 

 

なお今回の成果は、２０１８年５月２３日（水）から５月２５日（金）まで東京ビッグサイトで開催される       

「Ｗｉｒｅｌｅｓｓ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ Ｐａｒｋ ２０１８」内のパビリオン「５Ｇ Ｔｏｋｙｏ Ｂａｙ ＳｕｍｍｉｔⓇ ２０１８」において

展示予定です。 

 

今後も、これまでの研究開発で得た技術やノウハウのもと、さまざまなパートナーと連携し、幅広い     

アプリケーション・サービスを組み合わせた新たな５Ｇ活用サービスの創出に取り組んでまいります。 

 

※１ ４つの２Ｋ映像を集約した４Ｋ映像 

※２ 電波の位相や振幅を制御し、特定の方向に強い電波を出す技術 

※３ 移動端末の動きに合わせて電波の方向を変えることにより安定した通信を実現する機能 

＊「５Ｇ Ｔｏｋｙｏ Ｂａｙ Ｓｕｍｍｉｔ」は株式会社ＮＴＴドコモの登録商標です。 
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本件に関する報道機関からのお問い合せ先 

株式会社ＮＴＴドコモ 

５Ｇ推進室 ５G 方式研究グループ 

ＴＥＬ：０４６－８４０－３４７０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

共同実験の概要 

１．実験内容 

海上に停泊させた小型船舶に５Ｇ移動局を設置し、同船舶上に設置したカメラやドローンに搭載したカメラ

から撮影したウインドサーフィン大会の競技映像を、陸上の５Ｇ基地局に向けて無線伝送しパブリック     

ビューイング会場で放映しました。 

具体的には、小型船舶上においてＨＥＶＣエンコードした映像素材をＭＭＴ送信装置を用いて符号化および 

ＩＰパケット化し、舶上の５Ｇ移動局から、海岸のホテル屋上に設置した５Ｇ基地局に向けて上りリンクを用いて

無線伝送しました。船舶は、ウィンドサーフィン競技のコースに合わせて基地局から３００ｍ～１ｋｍの範囲の

海上に停泊し、船舶のデッキ上に設置したカメラおよびドローン搭載カメラで撮影した４種の２Ｋ映像を集約  

して４Ｋ映像を生成しました。映像伝送の設定ビットレートは誤り訂正符号を含み８０Ｍｂｐｓとしました。伝送  

された映像は、ホテル内のオペレーションルームに設置したＨＥＶＣデコーダとＭＭＴ受信装置を介して映像    

スイッチャーで放映する素材をスイッチングし、パブリックビューイング会場に配置された大型ビジョンにて  

リアルタイムに放映しました。 

本実験で観測された無線伝送速度は下記の通りです。 

 

伝送方向 伝送距離 最大伝送速度 

上りリンク 

（移動局から基地局への通信） 

３３０ｍ １．１Ｇｂｐｓ 

１ｋｍ ４５０Ｍｂｐｓ 

下りリンク 

（基地局から移動局への通信） 
４２０ｍ １．４Ｇｂｐｓ 

 

２．時期 

２０１８年５月１０日（木）から５月１５日（火） 

 

３．使用周波数帯 

２８ＧＨｚ帯（３６５ＭＨｚ幅） 

 

４．実験イメージ 

 

 

図１．実験構成 

 

別紙 



 

図２．ホテル屋上に設置した５Ｇ基地局と、船舶に搭載した５Ｇ移動局 

 

 

図３．船舶のデッキ上の５Ｇ移動局 

 

 

図４．競技映像撮影中の船舶 



 

図５．パブリックビューイング会場 

 

 

５．実験装置仕様 

 

５Ｇ基地局 

・超多素子アンテナ（１２８素子） 

・ビームフォーミング機能 

・ビーム追従機能 

５Ｇ移動局 

・３２アンテナ素子（×４面） 

・ビームフォーミング機能 

・ビーム追従機能 

ＭＩＭＯ多重数 ・２レイヤ 

 

 

 

６．各社の役割 

 役割 

ドコモ 
・５Ｇ無線装置の提供（ビームフォーミング技術、ビーム追従機能の提供） 

・５Ｇ無線通信環境の構築／オペレーション 

ＪＷＡ 
・ウインドサーフィンワールドカップにおける実験環境の提供 

・ライブビューイング会場の提供 

 


